
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 F1 組～ F2 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

３

学

期

２

学

期

第６章　農産物の加工
４　野菜類の加工
　①野菜類の特徴とその加工品
　②漬け物
　③トマトの加工
【知識及び技能】
〇野菜類の分類とその名称を理解す
る。
〇野菜類の成分構成を理解し、その栄
養価が高いことで我々の食生活を支え
ていることを理解する
〇追熟による生理特性や加工による特
性を理解する
【思考・判断・表現等】
〇野菜類に含まれる色素について理解
し、アントシアニンのｐHによる変色
がどのように使われるかを説明できる
ようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇野菜類の分類について学ぶ
〇野菜の種類とその成分構成につ
いて学ぶ
〇漬物の種類と発酵について学ぶ
〇トマトの加工品とその製造法に
ついて学ぶ

【知識・技能】
〇野菜類の種類と成分、特徴について理解し
ている。
〇色素についてその特徴と利用方法を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
〇アントシアニンのりようについてそのｐH特
性を説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら野菜類の加工食品を調べその特徴につ
いて考えることができる。 ○ ○

第７章　畜産物の加工
１　肉類の加工
　①肉の成分と加工特性
　②豚肉の加工
【知識及び技能】
〇肉類の種類とその成分構成について
理解する。
〇豚肉に加工される種類とその特徴に
ついて理解する。
【思考・判断・表現等】
〇加工部位の特性から製造するものに
適した肉を選択できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇肉類の種類とその成分、加工特
性について学ぶ
〇豚肉に加工される種と豚肉にな
るまでの工程について学ぶ
〇豚肉の部位とその加工特性につ
いて学び、各加工品について学ぶ

食品製造に必要な基礎的な知識と心構えを身に付ける

第６章　農産物の加工
３　いも類の加工
　①いも類の特徴とその加工品
　②こんにゃく
【知識及び技能】
〇いも類の種類と水分が多く含まれる
ため生の状態で貯蔵性が悪いことを理
解する
〇コンニャクイモの主成分グルコマン
ナンについて理解し、これが凝固し、
こんにゃくの製造に役立っていること
を理解する
【思考・判断・表現等】
〇いも類の加工品について理解し、ど
のように貯蔵性を改善しているかを説
明できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇いも類の成分構成について学ぶ
〇いも類の加工食品について製造
法ち加工特性について学ぶ
〇こんにゃくいも

確認テスト①

1

第６章　農産物の加工
１　穀類の加工
　⑤菓子類
　⑥麺類

【知識及び技能】
〇菓子、麺類を製造する際に重要な穀
類の種類とその特性について理解する
〇小麦の成分で特にグルテンについて
の特徴について理解する
【思考・判断・表現等】
〇グルテンの形成について機械加工に
よる製造と手作りによる製造での違い
について
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇穀類の加工特性について振り返
る
〇小麦粉の加工特性についてグル
テンを重点的に学ぶ
〇グルテンの機械加工による特
性、手作りによる加工特性につい
てその違いについて理解させる

○ ○ 5

単元の具体的な指導目標

○ 6

第６章　農産物の加工
５　果実類の加工
　②ジャム類
　③果実飲料
　④シラップ漬け
　⑤乾燥果実
【知識及び技能】
〇各加工品の製造方法、加工特性につ
いて理解する
【思考・判断・表現等】
〇各製造品の加工する利点について説
明できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

【知識・技能】
〇穀類の種類とグルテンの形成、特徴につい
て理解している
【思考・判断・表現】
〇穀類と水を混ぜ捏ねた際の機械加工と手作
りによる練りについて食感の違いがなぜ起こ
るかを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら菓子類、麺類の加工食品を調べその特
徴について考えることができる。

○

〇ジャム類の加工特性とその製造
について学ぶ
〇果実飲料の加工特性とその製造
法について学ぶ
〇シラップ漬けの加工特性とその
製造法について学ぶ
〇乾燥果実の加工特性とその製造
法について学ぶ

【知識・技能】
〇果実類の加工特性について理解している。
【思考・判断・表現】
〇果実類の加工品の特性を理解し、その利点
について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら果実類の加工食品を調べその特徴につ
いて考えることができる。 ○ ○ ○ 5

第６章　農産物の加工
５　果実類の加工
　①果実の特徴
【知識及び技能】
〇果実類の分類とその名称を理解す
る。
〇果実類の成分構成を理解する
【思考・判断・表現等】
〇果実類に含まれる糖質について理解
し、温度変化による甘さの変化につい
て考え説明できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇果実類の分類について学ぶ
〇果実類の種類とその成分構成に
ついて学ぶ

確認テスト③ 1

【知識・技能】
〇いも類の種類と成分、特徴について理解し
ている。
〇こんにゃくの凝固原理について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
〇いも類の加工品の特性を理解し、その利点
について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自らいも類の加工食品を調べその特徴につ
いて考えることができる。

○

4

○ 1

○

第７章　畜産物の加工
１　肉類の加工
　③鶏肉の加工
【知識及び技能】
〇鳥肉に加工される種類とその特徴に
ついて理解する。
【思考・判断・表現等】
〇加工部位の特性から製造するものに
適した肉を選択できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

〇鶏肉に加工される種と鶏肉にな
るまでの工程について学ぶ
〇鶏肉の部位とその加工特性につ
いて学び、各加工品について学ぶ

【知識・技能】
〇鳥肉に加工される種類とその流通について
理解している。
【思考・判断・表現】
〇加工部位ごとの特性を理解し、特性に合わ
せた製造品について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら肉類の加工食品を調べその特徴につい
て考えることができる。

○ ○

〇豆類の種類とその成分構成につ
いて学ぶ
〇大豆の加工食品について製造法
と加工原理を学ぶ
〇豆腐についてその成分特性と凝
固の原理について学ぶ

【知識・技能】
〇豆類の種類と成分の違い、特徴について理
解している。
〇豆腐の凝固原理について理解している。
【思考・判断・表現】
〇大豆の加工品の特性を理解し、その利点に
ついて説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら豆類の加工食品を調べその特徴につい
て考えることができる。 ○ ○

確認テスト② ○ ○

確認テスト④ ○ ○

○

第６章　農産物の加工
２　豆類の加工
　①豆類の特徴とその加工品
　②大豆の加工

【知識及び技能】
〇豆類の種類とその成分が大きく分け
てタンパク質、脂質が豊富な種類と炭
水化物が豊富なものに分けられること
を理解する
〇豆腐がどのような原理で凝固するか
を理解する
【思考・判断・表現等】
〇大豆の製造方法とその加工特性につ
いて理解し、その利点について説明で
きるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

【 知　識　及　び　技　能 】

（　組：　　　　）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

食品工業の技術に興味をもち、意欲的に授業に取り組む

○ 4

第７章　畜産物の加工
２　牛乳の加工
　①牛乳の成分と加工特性
　②牛乳
　③発酵乳・乳酸菌飲料
　④チーズ
　⑤アイスクリーム
　⑥クリーム・バター
【知識及び技能】
〇牛乳の成分構成について理解する。
〇乳牛の種類とその名称について理解
する。
【思考・判断・表現等】
〇牛乳を用いた加工品の特性について
その利点について説明できるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
〇自主的に具体的な加工品について調
べ、その特徴について話し合う

6

〇牛乳の成分構成と種類、その加
工特性について学ぶ
〇牛乳を用いた加工品についてそ
の製造法と加工特性について学ぶ

【知識・技能】
〇牛乳の成分、特徴について理解している。
〇乳牛の種類と搾乳から製品になるまでの流
通について理解している。
【思考・判断・表現】
〇牛乳を用いた加工品の特性についてその利
点について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら乳製品の加工食品を調べその特徴につ
いて考えることができる。

○ ○ ○

48

確認テスト⑤ ○

工業 食品製造技術Ⅱ

（F1組：海老澤秀斗） （F2組：近藤　安彦）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

工業 食品製造技術Ⅱ 2

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科

（　組：　　　　）

食品製造について生産性や品質の向上が経営発
展へつながるように自ら学び、食品工業の振興
や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

食品製造について体系的・系統的に理解するとと
もに、関連する知識を身につけ、生活に役立てる
ことができる。

食品製造に関する知識から課題を発見し、食品
工業に携わる者として合理的かつ創造的に解決
できる力を自ら養うことができる。

食品製造　：実教出版（株）

工業

食品製造と人間生活との関わりを理解し、豊かな食生活の提供について考察できる

○

4

配当
時数

１

学

期

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

食品製造について意欲的に学ぶ態度を身に付ける

食品製造技術Ⅱ

合計

1

○

【知識・技能】
〇果実類の種類と成分、特徴について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
〇果実類の加工品の特性を理解し、その利点
について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら果実類の加工食品を調べその特徴につ
いて考えることができる。

○ 1

【知識・技能】
〇肉類の成分、特徴について理解している。
〇豚肉に加工される種類とその流通について
理解している。
【思考・判断・表現】
〇加工部位ごとの特性を理解し、特性に合わ
せた製造品について説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇自ら肉類の加工食品を調べその特徴につい
て考えることができる。

○ ○ ○ 5

○ ○ ○ 4

○ ○


